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(57)【要約】
　対象者の生命徴候を非侵襲的にモニタするためのシス
テム及び方法は、対象者の複数の生命徴候状態を特定す
るために複数の結合センサ及び生命徴候センサを使用す
る。センサは、スカーフ、毛布、マットレス、ゆりかご
、背負子及び同様の構造等の支持構造によって保持され
得る。結合センサによって生成される信号は、センサと
患者との間の結合の強度及び／又は信頼性を反映する。
温度センサのそれぞれについて結合信頼性指標が特定さ
れ、利用者に表示され得る。温度情報の位置情報／マッ
ピングが、結合センサ、画像センサ、及び／又は或る期
間にわたる温度プロファイル自体の変化から導出され得
る。対象者の全身プロファイルを構築し、加熱／冷却等
、生命徴候状態に影響を及ぼす装置の目標とする制御を
提供するために測定値が使用され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵襲的に特定及び管理するための測定システ
ムであって、
　対象者に嵌まり且つ／又は対象者を支持するエンゲージメント本体と、
　前記対象者との電気的、熱的、及び／又は磁気的結合情報を伝える結合信号を生成する
、前記エンゲージメント本体によって保持される複数の結合センサと、
　前記対象者の生命徴候情報を伝える出力信号を生成する、前記エンゲージメント本体に
よって保持される複数の生命徴候センサと、
　コンピュータプログラムモジュールを実行する１個又は複数個のプロセッサであって、
前記コンピュータプログラムモジュールは、
　　前記結合センサによって生成される前記結合信号に基づいて前記生命徴候センサそれ
ぞれの結合レベルを特定する結合モジュールと、
　　前記出力信号及び特定された前記結合レベルに基づいて、前記対象者の複数の生命徴
候状態を特定する生命徴候状態特定モジュールと、
　　前記生命徴候センサそれぞれの前記結合レベルに基づいて結合信頼性指標を特定する
品質管理モジュールと
を含む、１個又は複数個のプロセッサと
を含む、測定システム。
【請求項２】
　前記結合信頼性指標は、前記生命徴候状態特定モジュールによって特定された前記対象
者の特定済みの前記複数の生命徴候状態の信頼性を示す、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記生命徴候センサが、前記対象者の第１の温度を伝える出力信号を生成するゼロ熱流
束温度センサを含み、前記ゼロ熱流束温度センサは前記エンゲージメント本体と前記対象
者との間の断熱をもたらし、前記生命徴候状態特定モジュールは、前記対象者の前記特定
された生命徴候状態が、前記ゼロ熱流束温度センサによって生成される前記出力信号に基
づいて特定される中核温度を含むように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記結合センサが、前記対象者に隣接して配置される１つ又は複数の電極の組であって
、前記電極と前記対象者との間に容量を形成することができる１つ又は複数の電極の組を
含み、前記品質管理モジュールが、前記電極と前記対象者との間に形成される前記容量に
基づいて前記結合信頼性指標を特定する、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記結合センサが、１つ又は複数の磁場の第１の組を発生させる１つ又は複数の励振コ
イルの第１の組と、前記１つ又は複数の磁場の第１の組の前記発生に応じて、前記対象者
によって発生される１つ又は複数の磁場の第２の組を検出する１つ又は複数の励振コイル
の第２の組とを含み、前記品質管理モジュールが、前記電極と前記対象者との間に形成さ
れる前記容量に基づいて前記結合信頼性指標を特定する、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記コンピュータプログラムモジュールが、或る期間にわたる個々の生命徴候センサの
前記結合信頼性指標の変化を追跡する追跡モジュールを更に含む、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項７】
　対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵襲的に特定及び管理する方法であって、
　対象者をエンゲージメント本体に嵌めるステップと、
　前記対象者との結合情報を伝える結合信号を結合センサによって生成するステップであ
って、前記結合センサは前記エンゲージメント本体によって保持される、ステップと、
　前記対象者の生命徴候情報を伝える出力信号を生命徴候センサによって生成するステッ
プであって、前記生命徴候センサは前記エンゲージメント本体によって保持される、ステ
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ップと、
　前記結合信号に基づいて前記生命徴候センサそれぞれの結合レベルを特定するステップ
と、
　前記出力信号及び特定された前記結合レベルに基づいて前記対象者の複数の生命徴候状
態を特定するステップと、
　前記生命徴候センサそれぞれの前記結合レベルに基づいて結合信頼性指標を特定するス
テップと
を含む、方法。
【請求項８】
　前記結合信頼性指標は、前記対象者の特定された前記複数の生命徴候状態の信頼性を示
す、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記生命徴候センサがゼロ熱流束温度センサを含み、前記対象者の生命徴候情報を伝え
る出力信号を生成するステップが、
　前記エンゲージメント本体と前記対象者との間の断熱をゼロ熱流束温度センサによって
もたらすステップと、
　前記対象者の第２の温度を伝える出力信号を前記ゼロ熱流束温度センサによって生成す
るステップと
を含み、前記対象者の複数の生命徴候状態を特定するステップが、前記ゼロ熱流束温度セ
ンサによって生成される前記出力信号に基づいて中核温度を特定するステップを含む、請
求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記結合センサが１つ又は複数の電極の組を含み、結合信頼性指標を特定するステップ
が、
　前記１つ又は複数の電極の組を前記対象者に隣接して配置するステップと、
　前記電極と前記対象者との間に、前記１つ又は複数の電極の組によって容量を形成する
ステップと、
　前記電極と前記対象者との間に形成される前記容量に基づいて前記結合信頼性指標を特
定するステップと
を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記結合センサが１つ又は複数の励振コイルの第１の組と１つ又は複数の励振コイルの
第２の組とを含み、前記結合信頼性指標を特定するステップが、
　１つ又は複数の磁場の第１の組を前記１つ又は複数の励振コイルの第１の組によって発
生させるステップと、
　前記１つ又は複数の磁場の第１の組との相互作用に応じて、１つ又は複数の磁場の第２
の組を前記対象者に発生させるステップと、
　前記対象者によって発生された前記１つ又は複数の磁場の第２の組を１つ又は複数の励
振コイルの第２の組によって検出するステップと、
　前記１つ又は複数の磁場の第１の組と前記１つ又は複数の磁場の第２の組との差に基づ
いて前記結合信頼性指標を特定するステップと
を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　或る期間にわたる個々の生命徴候センサの前記結合信頼性指標の変化を追跡するステッ
プを更に含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　対象者の１つ又は複数の温度を非侵襲的に特定及び管理するためのシステムであって、
　対象者を本体に嵌めるための手段と、
　前記対象者との結合情報を伝える結合信号を生成するための手段であって、前記エンゲ
ージメント本体によって保持される、結合信号を生成するための手段と、



(4) JP 2017-501793 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

　前記対象者の生命徴候情報を伝える出力信号を生成するための手段であって、前記エン
ゲージメント本体によって保持される、出力信号を生成するための手段と、
　結合信号を生成するための前記手段によって生成される前記結合信号に基づいて、前記
対象者の生命徴候情報を伝える出力信号を生成するための前記手段それぞれの結合レベル
を特定するための手段と、
　前記対象者の生命徴候情報を伝える出力信号を生成するための前記手段からの前記出力
信号、及び特定された前記結合レベルに基づいて前記対象者の複数の生命徴候状態を特定
するための手段と、
　前記対象者の生命徴候情報を伝える出力信号を生成するための前記手段の前記結合レベ
ルに基づいて結合信頼性指標を特定するための手段と
を含む、システム。
【請求項１４】
　前記結合信頼性指標は、前記温度特定モジュールによって特定される前記対象者の前記
特定済みの複数の生命徴候状態の信頼性を示す、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記対象者の複数の生命徴候状態を特定するための前記手段が、
　前記エンゲージメント本体と前記対象者との間の断熱をもたらすための手段と、
　前記対象者の第１の温度を伝える出力信号を生成するための手段と
を含み、前記対象者の複数の生命徴候状態を特定するための前記手段が、前記第２の温度
に基づいて中核温度を特定する、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　結合信号を生成するための前記手段が、容量を形成するための手段と前記対象者との間
に容量を形成するための手段を含み、前記結合信頼性指標を特定するための前記手段が、
容量を形成するための前記手段と前記対象者との間に形成される前記容量に基づく、請求
項１３に記載のシステム。
【請求項１７】
　結合情報を伝える結合信号を生成するための前記手段が、
　１つ又は複数の磁場の第１の組を発生させるための手段であって、前記１つ又は複数の
磁場の第１の組は、前記１つ又は複数の磁場の第１の組による前記対象者との相互作用に
応じて、１つ又は複数の磁場の第２の組を前記対象者に発生させる、手段と、
　前記対象者によって発生された前記１つ又は複数の磁場の第２の組を検出するための手
段と
を含み、前記結合信頼性指標を特定するための前記手段が、前記１つ又は複数の磁場の第
１の組と前記１つ又は複数の磁場の第２の組との差の間で形成される前記容量に基づく、
請求項１３に記載のシステム。
【請求項１８】
　或る期間にわたる対象者の前記生命徴候情報を伝える出力信号を生成するための前記手
段の前記結合信頼性指標の変化を追跡するための手段を更に含む、請求項１３に記載のシ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵襲的に特定するためのシステム
及び方法に関し、具体的には、対象者の特定された１つ又は複数の生命徴候状態の信頼性
指標を特定することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　対象者の生命徴候を測定することは対象者の治療に医学的に関連し、重要であることが
知られている。例えば、病院において対象者の体温を測定することは一般に行われている
。熱喪失を減らすことは早期新生児にとって特に重要である。とりわけ、中核体温及び末
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梢温度は、これだけに限定されないが、体温調節、循環障害、潅流、体温調節障害、暑熱
／寒冷ストレス、及び感染の評価を含む診断目的の重要な測度である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　従って、１つ又は複数の実施形態は、対象者の１つ又は複数の生命徴候を非侵襲的に特
定するための測定システムを提供する。このシステムは、対象者に嵌まり且つ／又は対象
者を支持するように構成されるエンゲージメント本体と、複数の結合センサと、複数の生
命徴候センサと、コンピュータプログラムモジュールを実行するように構成される１個又
は複数個のプロセッサとを含む。一部の実施形態では、結合センサが対象者との電気的、
熱的、及び／又は磁気的結合情報を伝える結合信号を生成する。結合センサは、概してエ
ンゲージメント本体によって保持される。生命徴候センサは、対象者の生命徴候情報又は
生命徴候プロファイルを伝える出力信号を生成する。生命徴候センサは、エンゲージメン
ト本体によって保持される。コンピュータプログラムモジュールは、結合モジュールと、
生命徴候状態特定モジュールと、品質管理モジュールとを含む。結合モジュールは、結合
センサによって生成される結合信号に基づいて生命徴候センサそれぞれの結合レベルを特
定するように構成される。生命徴候状態特定モジュールは、出力信号及び任意選択的に特
定された結合レベルに基づいて、対象者の複数の生命徴候状態を特定するように構成され
る。品質管理モジュールは、生命徴候センサそれぞれの結合レベルに基づいて結合信頼性
指標を特定するように構成される。
【０００４】
　１つ又は複数の実施形態の更に別の態様は、対象者の１つ又は複数の生命徴候を非侵襲
的に特定する方法を提供することである。この方法は、対象者をエンゲージメント本体に
嵌めるステップと、対象者とエンゲージメント本体との間の関与箇所又はその付近の対象
者との電気的、熱的、及び／又は磁気的結合情報を伝える結合信号を生成するステップと
、対象者の生命徴候情報を伝える出力信号を生成するステップと、結合信号に基づいて生
命徴候センサそれぞれの結合レベルを特定するステップと、出力信号及び任意選択的に特
定された結合レベルに基づいて対象者の複数の生命徴候状態を特定するステップと、生命
徴候センサそれぞれの結合レベルに基づいて結合信頼性指標を特定するステップとを含む
。
【０００５】
　１つ又は複数の実施形態の更に別の態様は、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非
侵襲的に特定するように構成されるシステムを提供することである。このシステムは、対
象者を本体に嵌めるための手段と、対象者と嵌めるための手段との間の関与箇所又はその
付近の対象者との電気的、熱的、及び／又は磁気的結合情報を伝える結合信号を生成する
ための手段と、対象者と嵌めるための手段との間で対象者の生命徴候情報を伝える出力信
号を生成するための手段と、特定される結合レベルに基づいて対象者の生命徴候情報を伝
える出力信号を生成するための手段の結合レベルを特定するための手段と、出力信号及び
任意選択的に特定された結合レベルに基づいて対象者の複数の生命徴候状態を特定するた
めの手段と、対象者の生命徴候情報を伝える出力信号を生成するための手段の結合レベル
に基づいて結合信頼性指標を特定するための手段とを含む。
【０００６】
　本開示のこれらの及び他の態様、特徴、及び特性、並びに構造体の関連要素の動作方法
及び機能、部品の組合せ、及び製造の経済性が、添付図面に関して以下の説明及び添付の
特許請求の範囲を検討することにより更に明らかになり、添付図面は何れも本明細書の一
部を形成し、類似の参照番号は様々な図面内で対応する部分を示す。但し、図面は例示及
び説明目的に過ぎず、如何なる限定の定義であることも意図しないことが明確に理解され
るべきである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
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【図１Ａ】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵
襲的に特定するためのシステムを概略的に示す。
【図１Ｂ】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵
襲的に特定するためのシステムを概略的に示す。
【図１Ｃ】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵
襲的に特定するためのシステムを概略的に示す。
【図２】１つ又は複数の実施形態による測定システムを概略的に示す。
【図３Ａ】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵
襲的に特定するためのシステムを示す。
【図３Ｂ】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵
襲的に特定するためのシステムを示す。
【図４】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を表示す
るためのユーザインタフェースを示す。
【図５】１つ又は複数の実施形態による、或る期間にわたって測定された複数の生命徴候
のグラフを示す。
【図６Ａ】１つ又は複数の実施形態による生命徴候プロファイルマップを示す。
【図６Ｂ】１つ又は複数の実施形態による生命徴候プロファイルマップを示す。
【図７Ａ】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵
襲的に特定するための測定システムを示す。
【図７Ｂ】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵
襲的に特定するための測定システムを示す。
【図７Ｃ】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵
襲的に特定するための測定システムを示す。
【図８】１つ又は複数の実施形態による、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵襲
的に特定するための方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本明細書で使用するとき、「１つの（a）」、「１つの（an）」、及び「その（the）」
の単数形は、文脈上明らかに他の意味に解すべき場合を除き複数形の言及を含む。本明細
書で使用するとき、２つ以上の部品又は構成要素が「結合される」という表現は、連係が
生じる限り、それらの部品が直接又は間接的に、即ち１つ又は複数の中間部品若しくは中
間構成要素を介して結び付けられ、又は一緒に動作することを意味する。本明細書で使用
するとき、「直接結合される」とは、２つの要素が互いに直接接触することを意味する。
本明細書で使用するとき、「固定して結合される」又は「固定される」とは、２つの構成
要素が互いに対して一定の向きを維持しながら１つのものとして動くように結合されるこ
とを意味する。
【０００９】
　本明細書で使用するとき、「単体の」という語は、構成要素が単一の部品又はユニット
として作成されることを意味する。即ち、別々に作成され、その後ユニットとして共に結
合される部品を含む構成要素は、「単体の」構成要素又は本体ではない。本明細書で使用
するとき、２つ以上の部品又は構成要素が互いに「嵌まる」という表現は、それらの部品
が互いに対して直接又は１つ若しくは複数の中間部品又は中間構成要素を介して力を加え
ることを意味する。本明細書で使用するとき、「数」という用語は、１又は２以上の整数
（即ち複数）を意味する。
【００１０】
　例えばこれだけに限定されないが、上、下、左、右、上部、下部、前、後、それらの派
生語等、本明細書で使用される方向上の表現は、図中に示される要素の向きに関係し、特
許請求の範囲において明示的に説明されていない限り特許請求の範囲を限定するものでは
ない。
【００１１】
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　本願は、対象者の生命徴候状態を非侵襲的に測定すること、とりわけ測定された生命徴
候状態の信頼性についての示度を与える信頼性指標を特定することを目的とする。生命徴
候とは、対象者の身体機能を評価するために取得される様々な生理学的統計の測定値であ
る。対象者の生命徴候状態は、体温、脈（又は心）拍数、血圧、呼吸数、及び／又は生理
学的な統計的測定値を含み得る。対象者の生命徴候状態の測定値は、瞳孔拡張、皮膚状態
、排尿調節、可動度、呼気終末ＣＯ２濃度、肺容量、呼吸流速、月経周期、血糖値、及び
／又は他の身体測定値も含み得る。
【００１２】
　図面についての以下の説明は、対象者、とりわけ新生児である対象者の体温についての
特定の生命徴候状態に関する。以下の説明は任意の生命徴候状態の測定、及び対象者の任
意の生命徴候状態の測定に関するセンサに関係することを当業者であれば認識し理解され
よう。例えば、対象者の温度情報を伝える温度センサではなく、対象者の心拍数情報を伝
える心電図の電極が使用されても良い。従って、本願で開示されるシステム及び方法の以
下の例は限定的であることを意図しない。
【００１３】
　図１は、対象者１２の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵襲的に特定するための測定シ
ステム１０（の上面図）を示す。測定システム１０は、システム１０と区別なく呼ばれる
場合がある。測定システム１０は、エンゲージメント本体１４、複数の結合センサ１６、
複数の生命徴候センサ１８、及び／又は他の構成要素（測定システム１０内に含まれてい
るものとして他の図中に示されている構成要素を含む）のうちの１つ又は複数を含み得る
。対象者１２の１つ又は複数の温度を非侵襲的に特定するための測定システム１０のこの
具体例では、測定システム１０が、エンゲージメント本体１４、複数の結合センサ１６、
複数の温度センサ１８、１つ若しくは複数のゼロ熱流束温度センサ２０、及び／又は他の
構成要素（測定システム１０内に含まれているものとして他の図中に示されている構成要
素を含む）のうちの１つ又は複数を含み得る。エンゲージメント本体１４は「エンゲージ
メント構造」、「構造」、「エンゲージメントの支持構造」、又は「支持構造」と区別な
く呼ばれる場合がある。
【００１４】
　非限定的な例として、図２は、１つ又は複数の生命徴候状態調節要素３２（例えば温度
調節要素の場合、生命徴候状態調節要素は１つ若しくは複数の加熱要素３４及び／又は１
つ若しくは複数の冷却要素３６を含み得る）、１個又は複数個のプロセッサ１１０、電子
記憶域１３０、ユーザインタフェース１２０、他の構成要素、及び／又はコンピュータプ
ログラムモジュールを更に含み得る測定システム１０を概略的に示す。コンピュータプロ
グラムモジュールは、結合モジュール１１１、生命徴候状態特定モジュール１１２、品質
管理モジュール１１３、追跡モジュール１１４、マップモジュール１１５、ターゲットモ
ジュール１１６、制御モジュール１１７、及び／又は他のモジュールのうちの１つ又は複
数を含み得る。非限定的な例として介護者、治療の意思特定者、医療専門家等、図２には
測定システム１０の利用者１０８も示されている。
【００１５】
　対象者、とりわけ新生児及び／又は乳児の１つ又は複数の生命徴候状態を非侵襲的に特
定することは、医療の改善及び／又は推奨される生命徴候状態のパラメータを保つことに
貢献し得る。例えば、新生児である対象者及び／又は乳児の１つ又は複数の温度を非侵襲
的に特定することは、熱保護及び／又は推奨される体温を保つことに貢献し得る。対象者
の温度を測定することは、これだけに限定されないが、新生児集中治療室（ＮＩＣＵ：ne
onatal intensive care unit）内の新生児を含む多くの臨床的状況において重要であり得
る。複数の温度は、様々な位置における末梢温度、様々な身体部位における若しくはその
近くの中核温度、及び／又は他の温度を含み得る。例えば末梢温度は、手、足、及び／又
は他の身体部位の皮膚温度を含み得る。例えば中核温度は、これだけに限定されないが、
脳、心臓、腹部、胸部、他の臓器及び／又は身体部位を含む、様々な臓器及び／又は身体
部位の（推定、算出、測定、及び／又は他の方法で概算される）温度を含み得る。本明細
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書で使用するとき、「非侵襲的」という用語は、センサを所定の位置に保つための粘着物
がないこと、及び／又は皮膚を貫通し、皮膚に粘着し、若しくは対象者内に任意の方法で
挿入される物理的機器がないことを指し得る。粘着性の（生命徴候状態）センサは、使用
時に皮膚を傷め、ストレス及び／又は痛みを引き起こす場合がある。対象者の１つ又は複
数の生命徴候状態に関する情報（並びに１つ又は複数のかかる生命徴候状態の経時変化に
関する情報）は、医学上及び／又は診断上関連性があり得る。例えば、対象者の１つ若し
くは複数の温度及び／又は他の生命徴候状態の情報に関する更に多くの及び／又はより正
確な情報を有するため、対象者の体温調節、循環機能、潅流、感染、酸素飽和度に関する
問題、及び／又は他の状態が診断され、モニタされ、処置され、且つ／又は他の方法で利
され得る。本開示で言及される医学的状態及び／又は問題は、限定的ではなく例示的であ
ることを意図する。
【００１６】
　図１Ａを参照すると、エンゲージメント本体１４は、対象者１２、例えば新生児及び／
又は乳児に嵌まるように構成される。一部の実施形態では、エンゲージメント本体１４が
、対象者１２を自らの上で支持するように構成される（対象者）支持構造として実装され
得る。対象者支持構造は、マットレス、ベッド、クッション、毛布、スカーフ、枕、保育
器、及び／又は対象者１２、例えば新生児及び／又は乳児に嵌まり且つ／又はかかる対象
者１２を支持するのに適した他の構造であり得る。一部の実施形態では、エンゲージメン
ト本体１４が、対象者１２によって着用され且つ／又は対象者１２に巻かれるように構成
される衣類であり得る。エンゲージメント本体１４は、１つ又は複数のセンサ、例えば１
つ又は複数の温度センサ１６を保持するように構成され得る。図１Ａに示されているよう
に、エンゲージメント本体１４は、複数の結合センサ１６及び複数の温度センサ１８が対
象者１２に嵌まり、接触し、且つ／又は（電気的に及び／又は熱的に）結合するように対
象者１２に巻かれても良い。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、温度センサの総称的指示又は複数の温度センサの言及は、「
温度センサ１８」という用語又は参照番号「１８」を使用するその改変形態を使用し得る
のに対し、その参照番号に文字を添えることによって個々の温度センサ、例えば図１Ａに
示されている「温度センサ１８ａ」が言及され得る。同様に、図１Ａは複数の結合センサ
１６、並びに結合センサ１６ａ、結合センサ１６ｂ、及び結合センサ１６ｃと呼ばれる特
定の結合センサと、複数のゼロ熱流束温度センサ２０並びに特定のゼロ熱流束温度センサ
２０ａとを示す。図１Ａには他の温度センサ、結合センサ、及びゼロ熱流束温度センサも
示されているが、参照番号を個々に付けてはいない。図面の何れかにおいて使用されると
き、同様の種類のセンサが同様の概略記号によって示され得る。例えば温度センサ１８は
、図１Ａ、図１Ｂ、図１Ｃ、及び図２内で同様の記号を使って示されている。本開示は、
何れの図面に示されている任意のセンサの数にも位置にも限定されない。本明細書で使用
するとき、「測定」という用語は、１つ又は複数のセンサによって生成される出力に基づ
いて測定すること、推定すること、及び／又は概算することの任意の組合せを指す。本明
細書で使用するとき、「測定値」という用語は、１つ又は複数のセンサによって生成され
る出力に基づく１つ又は複数の測定値、推定値、及び／又は概算値の任意の組合せを指す
。
【００１８】
　温度センサ１８は、対象者の温度を伝える出力信号及び／又は対象者の１つ若しくは複
数の温度に（例えば数学的関係によって）予測可能な形式で関係する情報を伝える出力信
号を生成するように構成され得る。一部の実施形態では、温度センサ１８が１つ又は複数
のゼロ熱流束温度センサ２０を含み得る。温度センサは、エンゲージメント本体１４によ
って支持され且つ／又は保持され得る。ゼロ熱流束温度センサ２０は、２つの対象物（例
えばエンゲージメント本体１４と対象者１２）の間の断熱をもたらすように構成され得る
。ゼロ熱流束温度センサ２０は、ゼロ熱流束原理として知られる熱原理に従って動作し、
かかる原理は例えば参照により本願に援用される１つ又は複数の関連出願において説明さ
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れ得る。一部の実施形態では、対象者１２の１つ又は複数の末梢温度を特定するために温
度センサ１８が使用され得る。一部の実施形態では、対象者１２の１つ又は複数の中核温
度を特定するためにゼロ熱流束温度センサ２０が使用され得る。一部の実施形態では、１
つ又は複数の温度センサ１８が、対象者１２の周りの及び／又はその付近の周囲温度を特
定するように構成され得る。
【００１９】
　結合センサ１６は、２つの対象物（例えば結合センサ自体と対象者１２）の間の結合情
報を伝える信号（本明細書では出力信号又は結合信号と区別なく呼ばれる場合がある）を
生成するように構成され得る。結合センサ１６は、電気的、熱的、磁気的、圧力、及び／
又は他の結合情報を伝える信号を生成するように構成され得る。結合センサ１６は、エン
ゲージメント本体１４によって支持され且つ／又は保持され得る。一部の実施形態では、
結合センサが１つ又は複数の磁場センサ、１つ又は複数の圧力センサ、及び／又は１つ若
しくは複数の容量センサを含み得る。結合センサ１６によって伝えられる信号及び／又は
情報は、結合情報と呼ばれ得る。これだけに限定されないが（例えば温度センサと結合セ
ンサとの併設されるセンサの対のための）１対１の関連付けを使用することを含め、１つ
又は複数の結合センサ１６が１つ又は複数の温度センサに関連し得る。非限定的な例とし
て図１Ａを参照すると、結合センサ１６ａ、１６ｂ、及び１６ｃは、異なる（ゼロ熱流束
）温度センサに関連し得る。一部の実施形態では、結合情報が、結合センサ１６によって
生成される信号の強さ、強度、大きさ、及び／又はレベルによって伝えられ得る。例えば
一部の実施形態では、個々の結合センサ１６が、知られている特性（これだけに限定され
ないが電磁信号の知られている周波数、形状、大きさ、及び／又は他の特性を含む）を有
する信号（例えば電磁信号）を放つことができる。個々の結合センサ１６の結合情報は、
放たれた信号がどの程度良く受信されるのかに基づき得る。結合センサと対象者１２との
間の結合が良好であり且つ／又は強い場合、結合センサと対象者１２との間の結合が悪く
且つ／又は弱い場合に比べ、受信信号が大きい可能性がある。
【００２０】
　一部の実施形態では、個々の結合センサが複数の温度センサに関連し得る。一部の実施
形態では、複数の結合センサが個々の温度センサに関連し得る。一部の実施形態では、１
つ又は複数の結合センサ１６と１つ又は複数の温度センサ１８との間の関連付けが近接性
に基づき得る（これだけに限定されないが、最も近い複数の結合センサからの結合情報に
基づく温度センサからの情報の重み付けされた関連付けを含む）。一部の実施形態では、
個々の温度センサ及び個々の結合センサに属すると本明細書で考えられる共同機構及び機
能の能力がある単一のユニット、構成要素、及び／又は装置内に個々の温度センサ及び個
々の結合センサが一体化され、埋め込まれ、且つ／又は他の方法で集約され得る。
【００２１】
　非限定的な例として、図１Ａに示されている結合センサ１６は温度センサ１８ａに関連
し得る。例えば、温度センサ１８ａからの情報を適格とするために結合センサ１６ａから
の結合情報が使用され得る。結合センサ１６ａからの情報に基づき、温度センサ１８ａか
らの情報が有用及び／又は信頼できると見なされ得る。例えば、結合センサ１６ａからの
結合情報によって伝えられ得る結合センサ１６ａと対象者１２との間の結合が悪い及び／
又は弱いことに基づき、温度センサ１８ａからの情報が破棄され得る。図１Ａに示されて
いる温度センサ１８ａに対する結合センサ１６ａの相対位置（温度センサ１８ａの右下付
近）は例示に過ぎず、決して限定的であることは意図しない。
【００２２】
　図１Ａでは、エンゲージメント本体１４の図が対象者１２によって部分的に覆い隠され
ている。図１Ｂは、対象者１２が図を覆い隠していない、図１Ａに示されているのと同じ
エンゲージメント本体１４（及び同じ測定システム１０）を示す。エンゲージメント本体
１４は、複数の温度センサ１８及び複数の結合センサ１６を含み得る。図１Ｂに示されて
いるセンサは、組、パターン、行列、格子、及び／又は他の所定形状を形成するように配
置され得る。図１に示されているように、測定システム１０のセンサは複数の対角線をな
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して配置され得る。
【００２３】
　一部の実施形態では、測定システム１０が、対象者１２の１つ又は複数の温度調節等、
対象者１２の１つ又は複数の生命徴候状態を調節するように構成される温度調節要素３２
等、１つ又は複数の生命徴候状態調節要素を含む。温度調節要素３２は、１つ若しくは複
数の加熱要素３４及び／又は１つ若しくは複数の冷却要素３６を含み得る。一部の実施形
態では、個々の温度調節要素３２が対象者１２（の少なくとも或る領域及び／又は部位）
を加熱し又は冷却するように構成され得る。一部の実施形態では、１つ又は複数の温度調
節要素３２が１つ又は複数の結合センサ１６に関連し得る。例えば図１Ｃに示されている
ように、結合センサ１６ｂは冷却要素３６ａに、例えば近接性に基づいて関連し得る。一
部の実施形態では、同じ個々の結合センサ１６が温度センサ１８及び温度調節要素３２の
両方に関連し得る。その結果生じる任意のセンサからの信号又は情報が、プロセッサ１１
０、ユーザインタフェース１２０、電子記憶域１３０、及び／又は測定システム１０の他
の構成要素に伝送され得る。その伝送は有線でも無線でも良い。
【００２４】
　例として、図１Ｃは本開示で説明される測定システムの別の実施形態を示し、この実施
形態はエンゲージメント本体１４ａを含む測定システム１０ａとして示されている。図１
Ｃの測定システム１０ａは、使用されるセンサの一部の数、配置、及び種類を除き、図１
Ｂの測定システム１０に属するのとほぼ同じ構成要素及び機能を含み得る。加えて、図１
Ｃに示されているように、測定システム１０ａ及びエンゲージメント本体１４ａは、１つ
又は複数の温度要素３２、例えば複数の加熱要素３４及び複数の冷却要素３６を含み得る
。本明細書で使用するとき、加熱要素の総称的指示又は複数の加熱要素の言及は、「加熱
要素３４」という用語又は参照番号「３４」を使用するその改変形態を使用し得るのに対
し、その参照番号に文字を添えることによって個々の加熱要素、例えば図１Ｃに示されて
いる「加熱要素３４ａ」が言及され得る。同様に、図１Ｃは複数の冷却要素３６並びに冷
却要素３６ａと呼ばれる特定の冷却要素を示す。
【００２５】
　非限定的な例として、図３Ａ～図３Ｂは、対象者１２の１つ又は複数の温度を非侵襲的
に特定するためのシステムを示す。図３Ａは、対象者１２の体温を特定するように構成さ
れる相互接続された結合センサ１６及び温度センサ１８を含む温度行列（temperature ma
trix）３８を示す。温度行列３８は、個々の要素４０を含み得る。各要素４０は、１つ若
しくは複数の温度センサ１８及び／又は１つ若しくは複数の結合センサ１６を含み得る。
温度センサ１８は、１つ又は複数のゼロ熱流束温度センサ２０を含み得る。温度行列３８
内の各結合センサ１６及び／又は温度センサ１８は、温度行列３８内の他の結合センサ１
６及び／又は温度センサ１８と電気接続をなして配置され得る。かかる電気接続は、結合
センサ１６及び／又は温度センサ１８の間に配置されるワイヤ４２によってもたらされ得
る。温度行列３８は、ワイヤ４４によって補助されるプロセッサ１１０との電気接続をな
して配置され得る。かかる電気接続は、温度行列３８の結合センサ１６及び／又は温度セ
ンサ１８とプロセッサ１１０との間の無線電子通信によっても実施され得る。各結合セン
サ１６及び／又は温度センサ１８はプロセッサ１１０と個別に通信することができ、又は
温度行列３８がセンサからデータを集約してプロセッサ１１０と通信することができる。
無線通信は、１つ又は複数の追加の構成要素を使用して実現されても良い。
【００２６】
　図３Ｂは、対象者１２に嵌まり且つ／又は対象者１２を支持するように構成されるエン
ゲージメント本体１４を示す。図３Ｂはとりわけ、新生児の適切な配置及び湾曲を保つよ
うに構成される新生児用の抱っこ紐又は背負子を示す。非侵襲的な温度測定を行うために
、温度行列３８が対象者１２と直接つながる生地の下に配置されるように、温度行列３８
はエンゲージメント本体１４内に一体化され得る。
【００２７】
　図２の測定システム１０（及び／又は図２に関して区別なく使用される測定システム１
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０ａ）を参照すると、測定システム１０は、情報を電子的に記憶する電子記憶媒体を含む
電子記憶域１３０を含み得る。電子記憶域１３０の電子記憶媒体は、測定システム１０と
一体化して設けられる（即ち実質的に取り外せない）システム記憶域、及び／又は例えば
ポート（例えばＵＳＢポート、ファイアワイヤポート等）を介して測定システム１０に接
続できる脱着可能記憶域若しくはドライブ（例えばディスクドライブ等）の一方又は両方
を含む。電子記憶域１３０は、光学的に可読な記憶媒体（例えば光ディスク等）、磁気的
に可読な記憶媒体（例えば磁気テープ、磁気ハードドライブ、フロッピドライブ等）、帯
電に基づく記憶媒体（例えばＥＥＰＲＯＭ、ＲＡＭ等）、ソリッドステート記憶媒体（例
えばフラッシュドライブ等）、及び／又は他の電子的に可読な記憶媒体のうちの１つ又は
複数を含むことができる。電子記憶域１３０は、ソフトウェアアルゴリズム、プロセッサ
１１０によって特定される情報、ユーザインタフェース１２０によって受け取られる情報
、及び／又は測定システム１０が適切に機能することを可能にする他の情報を記憶する。
例えば、電子記憶域１３０は、（本明細書の他の箇所で論じられる）１つ又は複数のセン
サによって（例えば或る期間にわたって）測定される出力信号から導出される１つ若しく
は複数の温度及び／又はパラメータ（の組）、並びに／又は他の情報を記録し若しくは記
憶することができる。電子記憶域１３０は、測定システム１０内の別個の構成要素とする
ことができ、又はシステム１０の１つ若しくは複数の他の構成要素（例えばプロセッサ１
１０）と一体化して設けられても良い。
【００２８】
　図２を参照すると、測定システム１０は、測定システム１０と利用者（例えば利用者１
０８、介護者、治療の意思決定者等）との間のインタフェースを提供するように構成され
るユーザインタフェース１２０を含むことができ、それにより利用者は測定システム１０
との間で情報をやり取りすることができる。このことは、集合的に「情報」と呼ばれるデ
ータ、結果、命令、及び／又は他の任意の通信可能事項が利用者と測定システム１０との
間で伝達できるようにする。ユーザインタフェース１２０内に含めるのに適したインタフ
ェース装置の例は、キーパッド、ボタン、スイッチ、キーボード、ノブ、レバー、表示画
面、タッチスクリーン、スピーカ、マイクロフォン、表示灯、可聴警報器、及びプリンタ
を含む。情報は、例えば可聴信号、視覚信号、触覚信号、及び／又は他の知覚信号形式で
ユーザインタフェース１２０によって利用者１０８に与えられ得る。
【００２９】
　非限定的な例として、或る実施形態では、ユーザインタフェース１２０が発光可能な放
射源を含む。放射源は、ＬＥＤ、白熱電球、表示画面、及び／又は他の光源のうちの１つ
又は複数を含む。ユーザインタフェース１２０は放射源を制御し、例えば対象者１２によ
って所定の温度閾値が破られることに関係する情報を例えば利用者１０８に伝えるように
発光させることができる。
【００３０】
　本明細書では、ハードワイヤードであろうと無線であろうと、他の通信技法もユーザイ
ンタフェース１２０として予期されることを理解すべきである。例えば一実施形態では、
ユーザインタフェース１２０が、電子記憶域１３０によって提供される着脱可能な記憶域
のインタフェースと一体化される。この例では、測定システム１０の実装形態を利用者が
カスタマイズできるようにする情報が、着脱可能記憶域（例えばスマートカード、フラッ
シュドライブ、着脱可能ディスク等）から測定システム１０内にロードされる。ユーザイ
ンタフェース１２０として測定システム１０と共に使用するのに適した他の例示的入力装
置及び技法は、これだけに限定されないが、ＲＳ－２３２ポート、ＲＦリンク、ＩＲリン
ク、モデム（電話、ケーブル、イーサネット（登録商標）、インターネット等）を含む。
要するに、測定システム１０と情報をやり取りするためのどのような技法もユーザインタ
フェース１２０として考えられる。
【００３１】
　図２を参照すると、プロセッサ１１０は測定システム１０内の情報処理能力を与えるよ
うに構成される。そのためプロセッサ１１０は、デジタルプロセッサ、アナログプロセッ
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サ、情報を処理するように設計されるデジタル回路、情報を処理するように設計されるア
ナログ回路、及び／又は情報を電子的に処理するための他の機構のうちの１つ又は複数を
含む。図２ではプロセッサ１１０が単一のエンティティとして図示されているが、これは
例示目的に過ぎない。一部の実装形態では、プロセッサ１１０が複数の処理装置を含む。
【００３２】
　図２に示されているように、プロセッサ１１０は１つ又は複数のコンピュータプログラ
ムモジュールを実行するように構成される。１つ又は複数のコンピュータプログラムモジ
ュールは、結合モジュール１１１、生命徴候状態特定モジュール１１２、品質管理モジュ
ール１１３、追跡モジュール１１４、マップモジュール１１５、ターゲットモジュール１
１６、制御モジュール１１７、及び／又は他のモジュールのうちの１つ又は複数を含む。
プロセッサ１１０は、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェアにより、ソフトウェ
ア、ハードウェア、及び／若しくはファームウェアの何らかの組合せにより、並びに／又
はプロセッサ１１０上の処理能力を構成するための他のメカニズムにより、モジュール１
１１～１１７を実行するように構成され得る。
【００３３】
　図２では、モジュール１１１～１１７が単一の処理装置内に共同設置されるものとして
図示されているが、プロセッサ１１０が複数の処理装置を含む実装形態では、モジュール
１１１～１１７のうちの１つ又は複数が他のモジュールから離れて位置しても良いことを
理解すべきである。以下に記載する異なるモジュール１１１～１１７によって与えられる
機能についての説明は例示目的であり、限定的であることは意図せず、モジュール１１１
～１１７のどれも記載されるよりも多くの又は少ない機能を提供することができる。例え
ば、モジュール１１１～１１７のうちの１つ又は複数が省かれても良く、その機能の一部
又は全てがモジュール１１１～１１７の他のものによって提供されても良い。プロセッサ
１１０は、モジュール１１１～１１７のうちの１つに属すると以下で考える機能の一部又
は全てを実行し得る１つ又は複数の追加のモジュールを実行するように構成され得ること
に留意されたい。
【００３４】
　本開示のセンサは、出力信号を持続的方法で、例えば一日中生成するように構成され得
る。このことは、信号を間欠的に、周期的に（例えばサンプリングレートで）、継続的に
、頻繁に、可変間隔で、及び／又は１日、１週間、１ヵ月、若しくは他の持続時間の少な
くとも一部の間持続的である他の方法で生成することを含み得る。サンプリングレートは
、約０．００１秒、０．０１秒、０．１秒、１秒、約１０秒、約１分、及び／又は他のサ
ンプリングレートであり得る。特定の出力信号及び／又はそこから導出される（特定の）
パラメータ（に関係する頻度）に応じて適切に、複数の個々のセンサが異なるサンプリン
グレートを使用して動作し得ることに留意されたい。例えば一部の実施形態では、生成さ
れる出力信号が出力信号のベクトルと見なされても良く、そのためベクトルは、対象者１
２の１つ又は複数の温度に関係して伝えられる情報の複数のサンプルを含む。様々な温度
が様々なベクトルに関係し得る。出力信号のベクトルから持続的方法で特定される特定の
温度は、その特定の温度のベクトルと見なされ得る。
【００３５】
　図２の測定システム１０の結合モジュール１１１は、これだけに限定されないが１つ又
は複数の結合センサ１６、１つ又は複数の温度センサ１８、１つ又は複数のゼロ熱流束温
度センサ２０、及び／又は他のセンサを含む測定システム１０の１つ又は複数のセンサの
結合レベルを特定するように構成される。本明細書で使用するとき、「結合レベル」とい
う用語は（例えば電気信号の）結合強度及び／又は（例えば電気信号の）信号強度を指し
得る。一部の実施形態では、結合レベルは、センサからの出力信号が信頼できると見なさ
れるべきかどうか（及び／又はその程度）を示し得る圧力レベル、容量レベル、他の種類
のレベル、及び／又はそれらの組合せに基づき得る。或いは及び／又は同時に、一部の実
施形態では、他のセンサからのより強い及び／又はより信頼できる信号を優先し、結合レ
ベルは或るセンサからの出力信号が破棄されるべきかどうかを示し得る。



(13) JP 2017-501793 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

【００３６】
　一部の実施形態では、結合モジュール１１１は、個々の温度センサ１８のそれぞれの結
合レベルを特定するように構成され得る。一部の実施形態では、結合モジュール１１１に
よる特定は、結合センサ１６によって生成される１つ又は複数の結合信号に基づき得る。
例えば、温度センサ１８ａの結合レベルは結合センサ１６ａからの結合情報に基づき得る
。一部の実施形態では、個々の温度センサ１８が個々の結合センサ１６に関連することが
でき、且つ／又はその逆も同様である。一部の実施形態では、個々の温度センサ１８から
の情報が、近くにある複数の結合センサ１６の結合レベルに応じて重み付けされ得る。個
々の温度センサ１８の結合レベルは或る期間にわたって、例えば個々の結合センサ１６に
ついて行われる測定間に変化し得る。或る期間にわたる結合レベルの変化は、例えば対象
者１２の動きによって引き起こされ得る。結合センサ１６からの結合レベルは順序付けさ
れ、順位付けされ、且つ／又はさもなければ１つ若しくは複数の他の結合センサからの結
合レベルと比較され得る。例えば、互いの及び／又は別のセンサの所定の距離内にある結
合センサ１６からの結合レベルが、互いに及び／又は１つ若しくは複数の閾値と比較され
得る。結合センサ１６からの結合レベルは、同じ期間、持続時間、及び／又は窓内で生成
される出力信号に基づいて比較され得る。非限定的な例として、一部の実施形態では、結
合センサ１６が、測定当たり１秒のサンプリングレートで出力信号を生成するように構成
され得る。結合モジュール１１１は、同じ又は同様のサンプリングレートにおいて一部の
又は全ての結合センサ１６の結合レベルを特定するように構成されても良く、それにより
、関連する温度センサ１８からの対応する温度測定値を使用するか破棄するかを特定する
ために、変化する結合レベルが同じ又は同様のサンプリングレートで再評価され得る。
【００３７】
　図２の測定システム１０の生命徴候状態特定モジュール１１２は、対象者１２の１つ又
は複数の生命徴候状態を特定するように構成される。図示のように、及び専ら例として、
生命徴候状態特定モジュール１１２は、対象者１２の１つ又は複数の温度を特定するよう
に構成され得る。温度は、様々な位置における１つ又は複数の末梢温度、様々な身体部位
における若しくはその近くの１つ又は複数の中核温度、及び／又は他の温度を含み得る。
一部の実施形態では、生命徴候状態特定モジュール１１２が、これだけに限定されないが
１つ若しくは複数の末梢温度及び／又は１つ若しくは複数の中核温度を含む、対象者１２
の複数の温度及び／又は複数の種類の温度を特定するように構成され得る。生命徴候状態
特定モジュール１１２による特定は、１つ又は複数の温度センサ１８からの１つ又は複数
の出力信号、１つ又は複数の結合センサ１６からの１つ又は複数の結合信号、結合モジュ
ール１１１によって特定される１つ又は複数の結合レベル、品質管理モジュール１１３に
よる１つ又は複数の特定、マップモジュール１１５による１つ又は複数の特定、及び／又
はそれらの任意の組合せに基づき得る。例えば、（例えば結合信頼性指標の閾値及び／又
は他のセンサの結合信頼性指標に比べて）低い結合信頼性指標に対応する温度センサから
の出力信号が、例えば（例えば同じ若しくは異なる結合信頼性指標の閾値及び／又は他の
センサの結合信頼性指標に比べて）高い又はより高い結合信頼性指標に対応する他の温度
センサからの出力信号を優先して破棄されても良い。品質管理モジュール１１３によって
特定される結合信頼性指標は、測定システム１０の再較正を必要とすることなしに対象者
１２の体重を説明するように更に構成され得る。結合モジュール１１１によって特定され
る結合レベルは、体重が軽い対象者に比べて体重が重い対象者で高くなり得る。
【００３８】
　温度センサ１８から離れる対象者１２の動き又は移動は、不十分な温度読取値の原因に
なることが分かっている。加えて、温度センサ１８と対象者１２との間の材料層が多過ぎ
ることも不十分な温度読取値の原因になる。不十分な温度読取値は、対象者１２の中核温
度が高過ぎる又は低過ぎることを示す誤認警報を温度モニタリング装置が鳴らす原因にな
り得る。誤認警報は、病棟及びＩＣＵ施設等の医療機関における非効率の原因となり、温
度測定装置の信頼性も下がる。図２の測定システム１０の結合信頼性指標モジュール１１
３は、結合モジュール１１１によって特定される温度センサ１８それぞれの結合レベルに
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基づいて結合信頼性指標を特定するように構成される。結合信頼性指標は、複数の温度セ
ンサ１８のそれぞれについて特定される温度の信頼性を示し得る。結合信頼性指標は、生
命徴候状態特定モジュール１１２によって特定される対象者１２の特定済みの複数の温度
の信頼性を示し得る。結合信頼性指標は、結合モジュール１１１によって特定される結合
レベルに基づき、１つ又は複数の温度センサ１８によって検出される対象者１２の温度が
信頼できるか信頼できないかを示し得る。結合信頼性指標モジュール１１３は、結合信頼
性の１つ又は複数の兆候についての指示を与えるように構成され得る。非限定的な例とし
て、結合信頼性の１つ又は複数の兆候は、結合信頼性が信頼できる又は信頼できないとい
う通知、信頼性のレベルについての通知を与える数値によって等級付けされるスキーム、
信頼性のレベルについての通知を与えるカラースキーム、及び／又は温度特定モジュール
１１２によって特定される温度の信頼性のレベルについての他の通知を含み得る。
【００３９】
　一部の実施形態では、結合信頼性指標モジュール１１３が、複数の温度センサ１８につ
いて特定された特定済みの結合信頼性指標に基づき、対象者１２の最もあり得る温度を特
定するように構成され得る。
【００４０】
　図４は、対象者１２の非侵襲的な生命徴候状態測定用の測定システム１０と共に使用す
るためのユーザインタフェース１２０の一例を示す。例えば、ユーザインタフェース１２
０は、対象者１２の１つ又は複数の温度測定値４６ａ、４６ｂを表示するのを補助するよ
うに構成され得る。ユーザインタフェース１２０は、対象者１２の心拍数、血圧、及び／
又は他の生命徴候状態の表示も補助するように構成され得る。ユーザインタフェース１２
０は、品質管理モジュール１１３によって特定される１つ又は複数の信頼性指標の指示４
８ａ、４８ｂを表示するように更に構成され得る。かかる信頼性指標は、ユーザインタフ
ェース１２０上に表示される生命徴候状態の何れか及び／又は全てに関係し得る。例えば
温度測定値４６ａは、対象者１２の第１の位置における１つ又は複数の温度センサ１８の
第１の組において測定される対象者１２の温度であり得る。温度測定４６ｂは、対象者１
２の第２の位置における１つ又は複数の温度センサ１８の第２の組において測定される対
象者１２の温度であり得る。信頼性指標の指示４８ａは、対象者１２の第１の位置におけ
る温度センサ１８の第１の組の結合レベルに基づく温度測定値４６ａの信頼性についての
指示を与える。信頼性指標の指示４８ｂは、対象者１２の第２の位置における温度センサ
１８の第２の組の結合レベルに基づく温度測定値４６ｂの信頼性についての指示を与える
。非限定的な例として、第２の位置における結合レベルと比較して第１の位置における結
合レベルが相対的に高いことにより、信頼性指標の兆候４８ａは温度測定値４６ａが信頼
できることを示す色とすることができ、そのことは信頼性指標の兆候４８ｂを温度測定値
４６ｂがより信頼できないことを示す色にする。
【００４１】
　一部の実施形態では、図２の測定システム１０は、或る期間にわたる個々の生命状態セ
ンサの結合信頼性指標の変化を追跡するように構成される追跡モジュール１１４を含み得
る。追跡モジュール１１４は、約１０分間、約１時間、約２時間、約４時間、約８時間、
約１２時間、約２４時間、約４８時間、約７２時間、約１週間、約１ヵ月間、約２カ月間
のスパン、及び／又は他の期間の変化を追跡するように構成され得る。結合信頼性指標が
（サンプリングレートに比べて）比較的遅く変化することは、対象者１２の位置が変化し
たことを示す可能性があり、又は結合センサ１６及び／若しくは温度センサ１８に障害が
あることを示す、結合センサ１６及び／又は温度センサ１８の１つ若しくは複数の機能が
変化したことを示し得る。追跡モジュール１１４は、１つ又は複数の温度センサ１８の組
について或る期間にわたり結合信頼性指標及び／又は結合レベルを追跡し、検出される任
意の変化が温度センサ１８にわたり対象者が移動した結果かどうかを判定するように構成
され得る。例えば、１つ又は複数の温度センサ１８の第１の組の結合レベル及び／又は結
合信頼性指標が徐々に低下することが、隣接する１つ又は複数の温度センサの第２の組の
結合レベル及び／又は結合信頼性指標が徐々に上昇することと同時に起こることは、対象
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者１２が温度センサにわたり徐々に移動していることを示し得る。
【００４２】
　一部の実施形態では、温度センサ１８が１つ又は複数のゼロ熱流束温度センサ２０を含
み得る。生命徴候状態特定モジュール１１２は、ゼロ熱流束温度センサ２０によって生成
される出力信号に基づいて対象者１２の１つ又は複数の中核温度を特定するように構成さ
れ得る。或いは及び／又は同時に、特定される対象者１２の１つ又は複数の中核温度は、
結合モジュール１１１によって特定される１つ又は複数の結合レベルに更に基づき得る。
例えば、特定の中核温度は、結合センサ１６ｂからの結合情報に基づき得るゼロ熱流束温
度センサ２０ａの結合レベルに基づき得る。生命徴候状態特定モジュール１１２は、或る
期間にわたる対象者１２の複数の温度を特定するように構成され得る。非限定的な例とし
て、図５は、脳の温度（５０）、胸部の温度（５２）、腹部の温度（５４）、手の温度（
５６）、足の温度（５８）、及び周囲温度（６０）を含む、或る期間にわたって測定され
た複数の温度（単位は℃）を含むグラフ４９を（Ｘ軸に沿って）示す。非限定的な例とし
て、脳の温度５０は中核温度とすることができ、足の温度５８は末梢温度とすることがで
きる。一部の実施形態では、図５に示されているグラフ４９の表示を補助するように図４
のユーザインタフェース１２０が構成され得る。ユーザインタフェース１２０は、対象者
１２の複数の温度を表示するように構成され得る。例えば、温度測定値４６ａは、脳の温
度５０又は腹部の温度５４等の測定済みの中核温度とすることができ、温度測定値４６ｂ
は、足の温度５８又は手の温度５６等の測定済みの末梢温度とすることができる。
【００４３】
　一部の実施形態では、生命徴候状態特定モジュール１１２が、結合情報を使用せずに又
は結合情報を必要とすることなしに、対象者１２の１つ又は複数の温度を特定するように
構成され得る。例えば、生命徴候状態特定モジュール１１２による特定は、対象者１２の
（本明細書の他の箇所で説明される）位置情報及び／又は（例えばマップモジュール１１
５によって特定される）温度マップの１つ若しくは複数に基づき得る。
【００４４】
　一部の実施形態では、測定システム１０が、対象者１２の位置情報を伝える出力信号を
生成するように構成される１つ又は複数のセンサを含み得る。対象者１２の位置情報は、
測定システム１０、エンゲージメント本体１４、対象者１２が配置されている支持構造、
保育器、幼児用寝台、ＮＩＣＵの全体又は一部、ゆりかご、背負子、及び／又は別の物体
のうちの１つ又は複数と比較したときの、対象者１２（及び／又は対象者１２の１つ若し
くは複数の身体部位）の相対位置に関する情報を含み得る。一部の実施形態では、位置情
報が結合情報から得られても良く且つ／又は結合情報に基づき得る。一部の実施形態では
、位置情報が、例えば結合情報を使用しない（パラメータ化）モデルと共に、或る期間に
わたる対象者１２の１つ又は複数の温度の１つ又は複数の時間的変化、及び／又は温度マ
ップの変化から得られても（例えば推論されても）良い。或いは及び／又は同時に、一部
の実施形態では、位置情報が、１つ又は複数の画像センサによって伝えられる情報から得
られても良く且つ／又はかかる情報に基づき得る。例えば、位置情報は（ビデオ及び／又
は写真）カメラからの情報に基づき得る。一部の実施形態では、位置情報が結合モジュー
ル１１１によって特定され得る。或いは及び／又は同時に、一部の実施形態では、位置情
報が、例えば結合情報と組み合わせて１つ又は複数の温度センサによって伝えられる情報
から得られても良く且つ／又はかかる情報に基づき得る。例えば位置情報は、例えばマッ
プモジュール１１５によって特定される対象者の温度マップに基づき得る（例えば温度マ
ップから導出され、推論され、且つ／又は推測され得る）。
【００４５】
　図２の測定システム１０のマップモジュール１１５は、生命徴候状態特定モジュール１
１２によって特定される対象者１２の生命徴候状態に基づき、対象者１２の生命徴候状態
プロファイルを特定し且つ／又は構築するように構成される。一例として、対象者１２の
生命徴候状態プロファイルは、生命徴候状態特定モジュール１１２によって特定される温
度に基づく対象者１２の温度マップ、及び／又は対象者１２の位置情報を含み得る。本明
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細書で使用するとき、「温度マップ」という用語は「温度プロファイル」及び「グラフィ
ック温度表現」という用語と区別なく使用され得る。例えば、温度マップは、様々な関連
温度に関する情報と組み合わせられた対象者１２の画像を示し得る。非限定的な例として
、図６Ａは対象者１２の温度マップ６２を示す。一部の実施形態では、温度マップ６２に
使用される画像は対象者１２の実際の表現（例えば写真）であり得る。一部の実施形態で
は、温度マップ６２に使用される画像は対象者１２の実時間の表現（例えばビデオ画像）
であり得る。非限定的な例として、温度マップ６２は、脳の温度、胸部の温度、腹部の温
度、手の温度、足の温度、及び周囲温度を含む、図５に示されているのと同じ又は同様の
温度を含み得る。例として、グラフ４９（図５）の終了温度（即ち最も右に示されている
温度）が図６Ａの温度マップ６２の現在の温度として示されている。温度マップ６２は、
２次元又は３次元以上、例えば３次元とすることができる。
【００４６】
　一部の実施形態では、対象者１２の温度マップが、対象者１２の特定された複数の温度
を使用する（パラメータ化）モデルに基づき得る。任意選択的に、モデルは結合情報を使
用しても良い。例えばモデルは、対象者１２の位置を特定するために、追跡モジュール１
１４によって或る期間にわたって追跡された結合信頼性指標情報を含み得る。モデルは、
図４のユーザインタフェース１２０上に対象者１２の温度マップを表示するのを補助する
ことができる。任意選択的に、例えば位置情報が温度マップとは独立に特定される実施形
態では、モデルが対象者１２の位置情報を使用することができる。一部の実施形態では、
温度マップは、対象者１２の特定された複数の温度及び対象者１２の位置情報から推測さ
れ得る。
【００４７】
　一部の実施形態では、温度マップが、ヒートマップ等、同じ又は同様の温度を有する対
象者１２の領域を示すことができる。かかる領域は、例えば様々な色を使って示され得る
。一部の実施形態では、温度マップ６４に使用される画像が、対象者１２の実際の表現（
例えば写真）とすることができ、又は図６Ｂに示されているように（頭部、胴体、腕、及
び足を含む）略図であり得る。身体部位のこの一覧は例示的であり、決して限定的である
ことは意図しない。非限定的な例として、図６Ｂは同様の温度を有する対象者１２の領域
を示す温度マップ６４を示す。例えば、２つの領域が３７．３℃～３７．４℃の温度を有
し、３つの領域が３７．１℃～３７．３℃の温度を有し、１つの領域が３６．９℃～３７
．１℃の温度を有すると示されている。異なる温度（又は温度範囲）は、異なる色を使っ
て温度マップ内で示され得る。一部の実施形態では、対象者１２を表すために温度マップ
６４に使用される画像が対象者１２の実時間の３次元表現であり得る。非限定的な例とし
て、示されている２つの領域の一方又は両方が中核温度でも良く、対象者１２の末端に関
連する温度及び／又は領域の１つ若しくは複数が末梢温度であり得る。
【００４８】
　先に述べたように、複数の生命徴候状態を測定することは対象者１２の生命徴候状態プ
ロファイルをもたらし得る。対象者１２の生命徴候の全体論的表示を与えるために、対象
者１２の温度測定に関する本明細書の説明が、対象者１２の任意の生命徴候の測定に、更
には対象者１２の複数の生命徴候状態に同時に適用され得る。
【００４９】
　図２のシステム１０の追跡モジュール１１４は、或る期間にわたる１つ又は複数の温度
の変化を追跡するように更に構成され得る。追跡モジュール１１４は、約１０分間、約１
時間、約２時間、約４時間、約８時間、約１２時間、約２４時間、約４８時間、約７２時
間、約１週間、約１ヵ月間、約２カ月間のスパン、及び／又は他の期間の変化を追跡する
ように構成され得る。温度が（サンプリングレートに比べて）比較的遅く変化することは
、注目に値し得る医学的状態の変化を示し得る。例えば、（例えば生命徴候状態特定モジ
ュール１１２によって特定される）特定の温度が、かかる温度の許容範囲及び／又は好ま
しい範囲から外れて上昇し又は下降する場合がある。一部の実施形態では、２つの温度の
差が或る期間にわたって上昇するか下降するか、及び／又はその変化がかかる差の許容範
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囲及び／若しくは好ましい範囲から外れるかどうかを追跡モジュール１１４が判定するよ
うに構成され得る。例えば、追跡モジュール１１４は、片手又は両手の末梢温度が、脳の
温度と所定の最大差の閾値を超えて異なるかどうかを判定するように構成され得る。例え
ば追跡モジュール１１４は、末端の末梢温度が、所定の最大差の閾値を超えて互いに離れ
ているかどうかを判定するように構成され得る。
【００５０】
　一部の実施形態では、本明細書の他の箇所で説明されるように、１つ若しくは複数の温
度及び／又は温度変化が診断目的に関して有意の情報を示すかどうかを判定するように追
跡モジュール１１４が構成され得る。システム１０は、かかる判定のプロセスを支援する
ために、これだけに限定されないが生理的パラメータ、呼吸パラメータ、他の任意の医学
的に関連するパラメータ、及び／又はそれらの組合せを含む、他の患者固有のパラメータ
を必要に応じて測定するように構成され得る。例えば、心拍数の変化、呼吸数の変化、及
び１つ又は複数の温度変化の特定の所定の組合せが、利用者及び／又は介護者にとって注
目に値し得る特定の医学的状態又は緊急事態を示し得る。本明細書で使用するとき、「所
定の」という用語は、特定の対象者にシステム１０を使用する前に行われている特定を指
し得る。例えば、プログラムされた関係、値、又は閾値は所定と言われ得る。一部の実施
形態では、追跡モジュール１１４が、（本開示に記載の）１つ又は複数の判定が下される
ことに応じて利用者若しくは介護者に通知し且つ／又は警告するように構成され得る。
【００５１】
　ターゲットモジュール１１６は、対象者１２の１つ若しくは複数の目標温度及び／又は
目標温度範囲を得るように、及び／又は特定するように構成される。例えば、１つ又は複
数の目標温度は、測定の種類（例えば中核、末梢、又はその他）及び／又は位置（例えば
対象者１２のいずれの身体部位、臓器、領域、及び／又は範囲であるか）に固有であり得
る。対象者１２に望ましいものとして１つ又は複数の目標温度及び／又は目標温度範囲が
１人若しくは複数の医療専門家によって推奨され得る。（例えば生命徴候状態特定モジュ
ール１１２によって）特定された温度が、１つ若しくは複数の目標温度及び／又は目標温
度範囲と比較され得る。例えば、脳の温度の目標温度範囲は３７．２℃～３７．５℃であ
り得る。脳の温度が対応する目標温度範囲から外れたと判定することに応じて、システム
１０は、本明細書の他の箇所で説明されるように対象者１２の関連する温度を調節する（
調節しようと試みる）ように構成され得る。
【００５２】
　図２の測定システム１０の制御モジュール１１７は、１つ又は複数の温度調節要素３２
を制御するように構成される。一部の実施形態では、制御モジュール１１７が、治療レジ
メンに従って１つ又は複数の温度調節要素３２を制御するように構成され得る。一部の実
施形態では、制御モジュール１１７が、（例えば生命徴候状態特定モジュール１１２によ
って特定される）特定された温度の１つ又は複数を調節するために、１つ又は複数の温度
調節要素３２を制御するように構成され得る。一部の実施形態では、制御モジュール１１
７が、特定された温度と目標温度（及び／又は目標温度範囲）との間の１つ又は複数の比
較に基づいて１つ又は複数の温度調節要素３２を制御するように構成され得る。一部の実
施形態では、制御モジュール１１７が、特定された１つ又は複数の（例えばターゲットモ
ジュール１１６によって特定される）目標温度及び／又は目標温度範囲に従って１つ又は
複数の温度調節要素３２を制御するように構成され得る。例えば、目標温度と対応する特
定された温度との比較に応じて、制御モジュール１１７は対象者１２の特定の身体部位、
臓器、領域、及び／又は範囲を上昇させ若しくは下降させるように構成され得る。これは
加熱又は冷却とそれぞれ呼ばれ得る。例えば、加熱は１つ又は複数の加熱要素３４を使用
して実現されても良く、冷却は１つ又は複数の冷却要素３６を使用して実現されても良い
。１つ又は複数の特定の温度調節要素３２の選択は、対応する温度センサ１８の局所性及
び／又は近接性に依存し得る。或いは及び／又は同時に、一部の実施形態では、（例えば
結合センサ１６の近くに位置する温度調節要素３２について）電気的結合及び／又は熱的
結合が弱いことは同じ又は同様の位置にある温度調節要素の効果に影響し得るという考え
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を理由に、１つ又は複数の特定の温度調節要素３２の選択が近くの結合センサ１６につい
て特定される結合レベルに依存し得る。
【００５３】
　図７Ａ、図７Ｂ、及び図７Ｃは、１つ又は複数の実施形態による、対象者１２の１つ又
は複数の温度を非侵襲的に特定するための測定システム１０を示す。ここで図７Ａを参照
すると、エンゲージメント本体１４内に配置されているゼロ熱流束センサ２０が図示され
ている。対象者１２が、ゼロ熱流束センサ２０上に配置される。ゼロ熱流束センサ２０は
、断熱部６８を含み得る。断熱部６８は断熱材でできていても良く、ゼロ熱流束センサ２
０の構成要素の一部又は全ての支持構造又は支持体とすることもできる。ゼロ熱流束セン
サ２０は、温度センサ７０を含み得る。温度センサ７０は、サーミスタ及び／又は他の温
度センサとすることができる。一部の実施形態では、第１の温度センサ７０が断熱部６８
の第１の面上に配置されても良く、第２の温度センサ７０が断熱部６８の第２の面上に配
置されても良い。加熱要素６６が、断熱部６８の第１の面及び／又は第２の面上に配置さ
れ得る。加熱要素６６は、抵抗及び／又は他の加熱要素とすることができる。
【００５４】
　一部の実施形態では、図７Ａに示されているように、図１Ａ、図１Ｂ、及び図１Ｃの結
合センサ１６が、対象者１２との容量結合を形成するように適合される電極２２であり得
る。断熱部６８は、その全体にわたり均一の温度等級を有することができ、ゼロ熱流束温
度センサ２０の熱等化器であるように構成され得る。かかるシステムでは、加熱要素６６
も対象者１２との容量結合を形成するための電極２２とすることができ、更なる別個の電
極２２を不要にする。電極２２である結合センサ１６が、対象者１２との結合情報を伝え
るアナログ結合信号を生成するように構成される場合、ゼロ熱流束センサ２０は、電極２
２によって生成されるアナログ信号をプロセッサ１１０によって処理されるデジタル形式
情報に変換するように適合される容量－デジタル変換器７２も含み得る。電極２２によっ
て生成される信号は、対象者との電気的結合情報を伝えることができる。
【００５５】
　身体１２により電極２２によって形成される容量は、身体と電極との間の距離７４又は
布地の平均密度に逆比例する。距離７４が長くなると、電極２２は、ゼロ熱流束温度セン
サ２０の結合レベルの低下を示す、対象者１２との電気的結合情報を伝える結合信号を生
成する。
【００５６】
　一部の実施形態では、ゼロ熱流束温度センサ２０が、図３Ａに示されている温度行列３
８等の行列を形成するように他のゼロ熱流束温度センサと組み合わせられ得る。かかる実
施形態では、温度行列３８の全体にわたり熱を均等に分散させるために、加熱要素６６で
もある電極２２が浮遊電極であり得る。
【００５７】
　図２の容量センサ１６である電極２２は、心臓の活動、肺の活動、又は他の臓器の活動
によってもたらされるような生物学的な電場を検出するようにも適合され得る。このよう
にして、電極２２は、対象者１２のＥＣＧ、心拍数、呼吸、及び／又は他の生体内作用を
測定するためにも使用され得る。容量センサ１６としても機能する電極２２は、それらの
生物学的な電場の結合情報を伝える信号を生成する。
【００５８】
　次に図７Ｂを参照すると、身体１２と温度センサ１８との間の結合信頼性指標を特定す
るために磁気誘導を使用する１つ又は複数のゼロ熱流束センサ２０が示されている。図１
Ａ、図１Ｂ、及び図１Ｃに示されている結合センサ１６は、１つ又は複数の磁場２６の第
１の組を発生させ、１つ又は複数の磁場２６の第１の組が発生することに応じて、対象者
１２によって発生される渦電流から対象者１２によって発生される１つ又は複数の磁場３
０の第２の組を検出するように構成される、１つ又は複数の励振コイル２４の第１の組を
含む。他の実施形態では、１つ又は複数の励振コイル２４の第１の組が磁場の生成及び検
出の両方を行うのではなく、１つ又は複数の励振コイル２８の第２の組が１つ又は複数の
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磁場３０の第２の組を検出するように構成される。図７Ａに示されている加熱要素６６は
励振コイルであり得る。このようにして、加熱要素６６は１つ又は複数の励振コイル２４
の第１の組でもあり得る。かかる実施形態では、品質管理モジュール１１３が、１つ又は
複数の励振コイル２４の第１の組と対象者１２との間に形成される容量に基づいて結合信
頼性指標を特定するように構成される。
【００５９】
　次に図７Ｃを参照すると、身体１２と温度センサ１８との間の結合信頼性指標を特定す
るために圧力センサを使用する１つ又は複数のゼロ熱流束センサ２０が示されている。１
つ又は複数のゼロ熱流束温度センサ２０の対象者１２とは反対側のエンゲージメント本体
１４内に圧力フォイル７６が配置され得る。他の実施形態では、圧力フォイル７６が、１
つ又は複数のゼロ熱流束センサ２０のそれぞれと一体化される１つ又は複数の圧力フォイ
ルの組であり得る。かかる実施形態では、圧力フォイル７６が圧力情報を伝える信号を生
成するように構成され、結合モジュール１１１が、圧力フォイル７６によって生成される
信号内で伝えられる圧力情報に基づいて温度センサそれぞれの結合レベルを特定するよう
に構成される。品質管理モジュール１１３は、圧力フォイル７６上の高圧力領域に位置す
る温度センサ１８について、圧力フォイル７６の低圧力領域にある他の温度センサに比べ
て相対的に高い結合信頼性指標を特定するように構成される。
【００６０】
　図８は、対象者の１つ又は複数の温度を特定するための特定の方法８００を示す。方法
８００は、対象者の１つ又は複数の生命徴候状態を特定するための開示された非侵襲的方
法の一例示的実施形態であり、限定的であることは意図しないことを当業者であれば認識
し、理解されよう。以下に記載の方法８００の操作は例示的であることを意図する。特定
の実施形態では、方法８００が記載されていない１つ又は複数の追加の操作と共に達成さ
れても良く、且つ／又は解説された操作の１つ又は複数なしに達成されても良い。更に、
方法８００の操作が図８に示され、以下で説明される順序は限定的であることを意図しな
い。
【００６１】
　或る実施形態では、方法８００が１つ又は複数の処理装置（例えばデジタルプロセッサ
、アナログプロセッサ、情報を処理するように設計されるデジタル回路、情報を処理する
ように設計されるアナログ回路、及び／又は情報を電子的に処理するための他の機構）内
で実施され得る。この１つ又は複数の処理装置は、電子記憶媒体上に電子的に記憶される
命令に応答して方法８００の操作の一部若しくは全てを実行する１つ又は複数の装置を含
み得る。この１つ又は複数の処理装置は、方法８００の操作の１つ又は複数を実行するよ
うに特別に設計されるハードウェア、ファームウェア、及び／又はソフトウェアによって
構成される１つ又は複数の装置を含み得る。
【００６２】
　操作８０２で、対象者がエンゲージメント本体に嵌まる。一部の実施形態では、操作８
０２が（図１Ａに示され、本明細書で説明された）エンゲージメント本体１４と同じ又は
同様のエンゲージメント本体によって実行される。
【００６３】
　操作８０４で、対象者とエンゲージメント本体との間の関与箇所又はその付近の対象者
との結合情報を伝える結合信号が生成される。一部の実施形態では、操作８０４が（図１
Ａに示され、本明細書で説明された）結合センサ１６と同じ又は同様の結合センサによっ
て実行される。
【００６４】
　操作８０６で、対象者とエンゲージメント本体との間の関与箇所又はその付近の対象者
の温度を伝える出力信号が生成される。一部の実施形態では、操作８０６が（図１Ａに示
され、本明細書で説明された）温度センサ１８と同じ又は同様の温度センサによって実行
される。
【００６５】
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　操作８０８で、結合信号に基づいて温度センサそれぞれの結合レベルが特定される。一
部の実施形態では、操作８０８が（図２に示され、本明細書で説明された）結合モジュー
ル１１１と同じ又は同様の結合モジュールによって実行される。
【００６６】
　操作８１０で、出力信号及び特定された結合レベルに基づき、対象者の複数の温度が特
定される。一部の実施形態では、操作８１０が（図２に示され、本明細書で説明された）
生命徴候状態特定モジュール１１２と同じ又は同様の生命徴候状態特定モジュールによっ
て実行される。
【００６７】
　操作８１２で、操作８０８で特定された温度センサそれぞれの結合レベルに基づき、結
合信頼性指標が特定される。一部の実施形態では、操作８１２が（図２に示され、本明細
書で説明された）品質管理モジュール１１３と同じ又は同様の温度特定モジュールによっ
て実行される。
【００６８】
　特許請求の範囲では、括弧の間に置かれるどのような参照記号も、その請求項を限定す
るものとして解釈されるべきではない。「備える」又は「含む」という語は、請求項中で
挙げられている以外の要素又はステップがあることを除外するものではない。幾つかの手
段を列挙する装置の請求項では、それらの手段の幾つかが、同一アイテムのハードウェア
によって具体化されても良い。要素に先行する語「１つの（a）」又は「１つの（an）」
は、その要素の複数形の存在を除外するものではない。幾つかの手段を列挙する任意の装
置の請求項では、それらの手段の幾つかが同一アイテムのハードウェアによって具体化さ
れても良い。特定の要素が互いに異なる従属請求項中で列挙されるという単なる事実は、
それらの要素が組合せで使用されてはならないことを示すものではない。
【００６９】
　本明細書は、最も実用的且つ好ましい実施形態であると現在考えられる内容に基づいて
例示目的で詳細を含むが、かかる詳細は専らその目的のためであり、本開示は開示された
実施形態に限定されず、むしろ添付の特許請求の範囲の趣旨及び範囲に含まれる修正形態
及び均等な構成に及ぶことを意図する。例えば、任意の実施形態の１つ又は複数の特徴が
、他の任意の実施形態の１つ又は複数の特徴と可能な限り組み合わせられることが想定さ
れることを理解すべきである。
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摘要(译)

用于非侵入式监视受试者的生命体征的系统和方法使用多个组合的传感
器和生命体征传感器来识别受试者的多个生命体征状态。 传感器可以由
诸如围巾，毯子，床垫，摇篮，背包和类似结构的支撑结构保持。 耦合
传感器产生的信号反映了传感器与患者之间耦合的强度和/或可靠性。 可
以为每个温度传感器识别联合可靠性指示器，并将其显示给用户。 温度
信息的位置信息/映射可以从组合传感器，图像传感器和/或一段时间内温
度曲线本身的变化中得出。 这些测量值可用于建立对象的全身轮廓，并
提供对设备的定向控制，以影响生命体征状况，例如加热/冷却。
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